


負荷増大に応じて容量アップが可能。
初期投資もランニングコストも抑える次世代UPS。

突然の停電や電源トラブルからコンピュータシステムや情報資産を守るUPS（無停電電源装置）。

東芝のUPS・TOSNICTMシリーズは、先進のパワーデバイスとテクノロジーで、

金融、情報、通信、管制、交通など幅広い分野においてシステムの安定稼働を支えています。

モジュールタイプUPSのTOSNICTM-4211は、ホットスワップ方式の使いやすさと

モジュール冗長による信頼性を備えるとともに、優れた省エネ性能や部品の長寿命化で

ランニングコストを低減。さらに、蓄電池一体型の省スペース性を発揮するなど、

多彩なメリットを備えたインテリジェントなUPSです。

TOSNIC -4211

主な特長

使いやすい ホットスワップ方式のモジュールUPS

安心 万一のトラブル時も、モジュール冗長システムで運転継続

省エネ 92.3%の高効率で電気料金の節約とCO2排出量削減を実現

省スペース UPS筐体内に蓄電池を内蔵したタイプもご用意※

長寿命 部品の長寿命化でランニングコスト削減

迅速な復旧 障害発生時の波形記憶機能で早期復旧が可能

スモールスタートが可能 負荷に応じた容量増強が可能なので、初期投資を抑制できる

導入時

20kVA

1年後

30kVA

3年後

50kVA

※容量10kVA、20kVAのみ
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10kVA
パワーモジュール

冷却ファン交換 UPS更新

特 長 特 長

特 長

特 長

特 長

特 長

■ ホットスワップ方式モジュールUPS
●10kVAの変換回路（コンバータ・イン
　バータ）を有したパワーモジュールを
　必要容量に応じて並列接続

●パワーモジュール、バイパスモジュール
　はホットスワップ方式

※ホットスワップ方式：他回路が運用中でも当該
　部分を停止後、引き抜き・挿入が可能な方式。

■ 負荷に応じた容量増強が可能なので、初期投資を抑制できる
UPS装置は、パワーモジュールを追加する
ことで、容易に容量アップが実現できます。
初期導入時は負荷が少なく、段階的に負荷
が接続されるような場合には、UPS容量を
その都度増強することができます。

※蓄電池や周辺盤は、終局を見据えた設備容量
　が必要になります。

例えばこんな時・・・
初期は、20kVAの負荷しかないが、1年後
30kVA、終局は50kVAまで増える。
また最終的には信頼性を向上させたい場合。

■ 部品の長寿命化でランニングコスト削減
使用部品は長寿命部品を採用しています。なお蓄電池は、採用する型式により交換年数が異なります。

■ 障害発生時の波形記憶機能で早期復旧が可能
障害発生前後の波形・制御信号を、盤内に搭載のメモリカードに記憶させ、
汎用パソコンで再生することにより復旧が迅速に行えます。

●各種デジタル・アナログ波形を記憶
●メモリカードを汎用パソコンに挿入し、各種波形データを再現
●故障原因の解析が容易

使いやすい スモールスタートが可能

長寿命

迅速な復旧

■ 万一のトラブル時も、モジュール冗長システムで運転継続
●10kVAパワーモジュールをN+1段実装することで、万一の
　パワーモジュール故障時でもUPS給電が継続でき、単一UPS
　時よりも信頼性を向上できます。

安心

■ 92.3%の高効率で電気料金の節約と
　 CO2排出量削減を実現

インバータトランスレス技術などにより当社従来機種※1に対して
大幅に運転効率を向上しました。

従来機種※1 89.0％　　　92.3％（50kVA機）

※1：TOSNICTM-6200

省エネ

10kVA
パワーモジュール

10kVA
パワーモジュール

バイパス
モジュール

10kVA
パワーモジュール

10kVA
パワーモジュール

バイパス
モジュール

10kVA
パワーモジュール

10kVA
パワーモジュール

10kVA
パワーモジュール

10kVA
パワーモジュール

10kVA
パワーモジュール

10kVA
パワーモジュール

バイパス
モジュール

初期導入時
20kVA（冗長なし）

UP S装置期待寿命

1年後
30kVA（冗長なし）

終局
50kVA（冗長あり）

●UPS本体に影響を与えることなく解析が可能
●必要な時点の波形も手動にて採取可能

●ホットスワップ方式なので、UPSは運転継続状態で、解列された
　故障パワーモジュールを引出し、健全なパワーモジュールとの
　交換が可能です。

●冷却ファン 8～10年
●電解コンデンサ 15年
●フィルタコンデンサ 15年
●制御電源 15年

パワーモジュール
3段追加
・2段：容量アップ
・1段：冗長分

パワーモジュール
1段追加

イニシャルコスト
抑制が可能！

納入 8～10
年 15年

1

2

3

4

5

20

40

60

80

90

100

70

50

30

10

25

50

損失でかかる
年間電気料金
[万円]

損失
[kW]

CO2換算
排出量
［ton/年］

4.94kW 65万円 3.34kW 11.9t44万円17.6t

10kVA
パワーモジュール

10kVA
パワーモジュール

10kVA
パワーモジュール

バイパス
モジュール

N 段

バイパスモジュールは装置最大容量にて実装

モジュールの段数は
必要容量に応じてN段実装

TOSNICTM-4211 : 70kVA相当

バイパスモジュール

10kVAパワーモジュール

パワーモジュールN段
（2段）

通常の
単機システム

モジュール
冗長システム

パワーモジュールN+1段
（3段）

パワーモジュール
故障

パワーモジュール
故障

商用バイパス給電に無瞬断で移行し
負荷へは商用給電

負荷20kVAに対して、
10kVAパワーモジュール3段で給電

故障したパワーモジュールを切り離し、
健全なパワーモジュール2段でUPS給電継続

TOSNICTM-4211従来機種※1

92.3％89.0％
UPSシリーズ
最高効率

CFカードに
波形を記録する

CFカードのデータを直接
吸い上げる

故障情報連絡

TROUBLE

24時間稼働
サービスセンタ

24時間
オンコールサービス

サービスマン出動命令復旧作業

サービスマンが
現地で診断を行う

パソコンによる
現地診断も可能

128MB

（別途契約が必要です）

各パワーモジュールは並列運転

10kVA パワーモジュール

10kVA パワーモジュール
同上

同上

交流
出力

交流
入力

直流
入力

CONV INV

10kVA パワーモジュール

～
‒

‒
～

N 段

負荷20kVAに対して、
10kVAパワーモジュール2段で給電

バイパス
モジュール

10kVA
パワーモジュール 負荷

UPS給電10kVA
パワーモジュール

バイパス
モジュール

10kVA
パワーモジュール 負荷

UPS給電10kVA
パワーモジュール

10kVA
パワーモジュール

バイパス
モジュール

10kVA
パワーモジュール 負荷

商用給電10kVA
パワーモジュール

バイパス
モジュール

10kVA
パワーモジュール 負荷

UPS給電10kVA
パワーモジュール

10kVA
パワーモジュール

バイパスモジュール

例）20kVAシステム

●50kVA UPSの比較

負荷 ：50kVA／40kW
電気料金 ：15円／kWh（注）
負荷条件 ：100％負荷
CO2換算排出量：0.406kg／kWh（注）

（注）電気料金、CO2換算排出量は、一例です。

UPS本体
128MB

TOSNIC -4211
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パワーモジュール 負荷

UPS給電10kVA
パワーモジュール

10kVA
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UPS
容量

10kVA
20kVA
10kVA
20kVA
30kVA
40kVA
50kVA

パワーモジュール
段数

1段
2段
1段
2段
3段
4段
5段

60kVA
70kVA

6段
7段

800×766×1700

800×766×1700

450
570
320
340
360
380
400
420
440

蓄電池別置型

蓄電池一体型

幅×奥行×高さ（mm）

UPSに内蔵

460×766×1700
460×766×1700
460×766×1700
460×766×1700
920×766×1700
920×766×1700
920×766×1700

幅×奥行×高さ（mm）
標準蓄電池※1

蓄電池盤１

質量（kg） 質量（kg）

1000×766×1700
1000×766×1700
1300×766×1700
1300×766×1700
1650×766×1700
2000×766×1700
2000×766×1700

幅×奥行×高さ（mm） 質量（kg）
－
－
600
600
735
770
1325
1325
1470

950
950
1600
1600
1950
2600
2700

蓄電池盤２
MSE型蓄電池

対応不可

UPS本体

※1：蓄電池は、次の条件での数値です。周囲温度：25℃、補償時間：10分、力率：0.8（遅れ）、鉛シール型蓄電池(期待寿命：5年（周囲温度25℃時））。
※2：パワーモジュールを1段追加してN+1段構成にする場合のUPS本体質量は、記載質量に20kg加算されます。
※3：UPSの必要保守スペースは次の通りです。正面：1000mm以上、背面不要、天井面：400mm以上、側面：不要。

UPSの点検時にも給電を継続させるための保守バイパス回路を構築した入出力盤に出力回路を分岐するためのMCCBを設ける。

※1：上記の盤寸法に収納可能なMCCBの数量を記しています。記載の数量以上必要な場合には、当社まで問い合わせ下さい。
※2：変圧器仕様：乾式タイプ（Ｈ種）、1次電圧200V系－２次電圧100/200V系、励磁突入電流：8倍以下。

■ UPS本体・蓄電池盤■ 出力分岐付（入出力盤構成①）

収納MCCB幅×奥行×高さ（mm） 質量（kg）UPS容量

■ 入出力盤
出力分岐付（入出力盤構成①）

10kVA
20kVA
30kVA
40kVA
50kVA
60kVA
70kVA

800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
1000×766×1700
1000×766×1700
1000×766×1700

450
450
500
500
600
600
600

4個-  50AF/ 40AT,（分岐回路）6個-50AF
4個-  100AF/ 70AT,（分岐回路）6個-50AF
4個-  125AF/ 125AT,（分岐回路）6個-100AF
4個-  225AF/ 150AT,（分岐回路）6個-100AF
4個-  225AF/ 200AT,（分岐回路）6個-225AF
4個-  225AF/ 225AT,（分岐回路）6個-225AF
4個-  250AF/ 250AT,（分岐回路）6個-225AF

4個-  50AF/ 40AT,（分岐回路）6個-50AF

6個-  50AF/ 50AT

4個-  100AF/ 70AT,（分岐回路）6個-50AF
4個-  125AF/ 125AT,（分岐回路）6個-100AF
4個-  225AF/ 150AT,（分岐回路）6個-100AF
4個-  225AF/ 200AT,（分岐回路）6個-225AF
4個-  225AF/ 225AT,（分岐回路）6個-225AF
4個-  250AF/ 250AT,（分岐回路）6個-225AF

収納MCCB幅×奥行×高さ（mm） 質量（kg） 変圧器容量UPS容量

出力変圧器付（入出力盤構成②）

10kVA
20kVA
30kVA 30kVA
40kVA
50kVA
60kVA
70kVA

10kVA
20kVA

40kVA
50kVA
60kVA
70kVA

600

600
600

700
700
800
800

800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
1000×766×1700
1000×766×1700
1000×766×1700

収納MCCB幅×奥行×高さ（mm） 質量（kg）
常用入出力盤 予備入出力盤

UPS容量

常用予備UPSシステム（入出力盤構成③）

10kVA
20kVA
30kVA
40kVA
50kVA
60kVA
70kVA

600×766×1700
600×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700

400
400
550
550
650
650
650

600×766×1700
600×766×1700
600×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700

400
400
550
550
650
650
650

収納MCCB幅×奥行×高さ（mm） 質量（kg）

保守スペース 外部インタフェース（標準）

上部スペース
400mm以上

UPS内部

無電圧a接点
接点出力の定格前面スペース

1000mm以上

背面スペース不要
UPS

側面スペース不要

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

・AC250V-2A
・DC30V-2A

重故障一括

蓄電池放電終止

軽故障

インバータ給電

バイパス給電

蓄電池運転

蓄電池電圧低下予告

過負荷

蓄電池

交流入力
三相3線
200V系

コンバータ インバータ

入出力盤

UPS

パワーモジュール #1

バイパス回路 分岐
MCCB

パワーモジュール #N

保守バイパス回路

バイパス入力
三相3線
200V系

交流出力
三相3線
200V系

蓄電池

交流入力
三相3線
200V系

コンバータ インバータ

予備入出力盤

予備UPS

パワーモジュール #1

バイパス回路

パワーモジュール #N

保守バイパス回路

バイパス入力
三相3線
200V系

蓄電池

交流入力
三相3線
200V系

コンバータ インバータ

常用入出力盤

常用UPS

パワーモジュール #1

バイパス回路

パワーモジュール #N

保守バイパス回路

交流出力
三相3線
200V系

蓄電池

交流入力
三相3線
200V系

コンバータ インバータ

入出力盤

UPS

パワーモジュール #1

バイパス回路

パワーモジュール #N

保守バイパス回路

バイパス入力
三相3線
200V系

スコット
変圧器

交流出力1
単相3線
100/200V系

交流出力2
単相3線
100/200V系

出力電圧として単相100V、200Vが必要な場合に、変圧器を組み込んだ入出力盤を設ける。

■ 出力変圧器付（入出力盤構成②）

UPSの点検や故障時においてもUPS給電を継続させたい場合、常用UPSのバイパス入力に予備UPSの出力を接続した構成とすることで、
より信頼性の高いシステムが構築できます。

■ 常用予備UPSシステム（入出力盤構成③）

外形寸法システム構成例

6個-  100AF/ 70AT
6個-  125AF/ 125AT
6個-  225AF/ 150AT
6個-  225AF/ 200AT
6個-  225AF/ 225AT
6個-  250AF/ 250AT

6個-  50AF/ 50AT
6個-  100AF/ 70AT
6個-  125AF/ 125AT
6個-  225AF/ 150AT
6個-  225AF/ 200AT
6個-  225AF/ 225AT
6個-  250AF/ 250AT
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UPS
容量

10kVA
20kVA
10kVA
20kVA
30kVA
40kVA
50kVA

パワーモジュール
段数

1段
2段
1段
2段
3段
4段
5段

60kVA
70kVA

6段
7段

800×766×1700

800×766×1700

450
570
320
340
360
380
400
420
440

蓄電池別置型

蓄電池一体型

幅×奥行×高さ（mm）

UPSに内蔵

460×766×1700
460×766×1700
460×766×1700
460×766×1700
920×766×1700
920×766×1700
920×766×1700

幅×奥行×高さ（mm）
標準蓄電池※1

蓄電池盤１

質量（kg） 質量（kg）

1000×766×1700
1000×766×1700
1300×766×1700
1300×766×1700
1650×766×1700
2000×766×1700
2000×766×1700

幅×奥行×高さ（mm） 質量（kg）
－
－
600
600
735
770
1325
1325
1470

950
950
1600
1600
1950
2600
2700

蓄電池盤２
MSE型蓄電池

対応不可

UPS本体

※1：蓄電池は、次の条件での数値です。周囲温度：25℃、補償時間：10分、力率：0.8（遅れ）、鉛シール型蓄電池(期待寿命：5年（周囲温度25℃時））。
※2：パワーモジュールを1段追加してN+1段構成にする場合のUPS本体質量は、記載質量に20kg加算されます。
※3：UPSの必要保守スペースは次の通りです。正面：1000mm以上、背面不要、天井面：400mm以上、側面：不要。

UPSの点検時にも給電を継続させるための保守バイパス回路を構築した入出力盤に出力回路を分岐するためのMCCBを設ける。

※1：上記の盤寸法に収納可能なMCCBの数量を記しています。記載の数量以上必要な場合には、当社まで問い合わせ下さい。
※2：変圧器仕様：乾式タイプ（Ｈ種）、1次電圧200V系－２次電圧100/200V系、励磁突入電流：8倍以下。

■ UPS本体・蓄電池盤■ 出力分岐付（入出力盤構成①）

収納MCCB幅×奥行×高さ（mm） 質量（kg）UPS容量

■ 入出力盤
出力分岐付（入出力盤構成①）

10kVA
20kVA
30kVA
40kVA
50kVA
60kVA
70kVA

800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
1000×766×1700
1000×766×1700
1000×766×1700

450
450
500
500
600
600
600

4個-  50AF/ 40AT,（分岐回路）6個-50AF
4個-  100AF/ 70AT,（分岐回路）6個-50AF
4個-  125AF/ 125AT,（分岐回路）6個-100AF
4個-  225AF/ 150AT,（分岐回路）6個-100AF
4個-  225AF/ 200AT,（分岐回路）6個-225AF
4個-  225AF/ 225AT,（分岐回路）6個-225AF
4個-  250AF/ 250AT,（分岐回路）6個-225AF

4個-  50AF/ 40AT,（分岐回路）6個-50AF

6個-  50AF/ 50AT

4個-  100AF/ 70AT,（分岐回路）6個-50AF
4個-  125AF/ 125AT,（分岐回路）6個-100AF
4個-  225AF/ 150AT,（分岐回路）6個-100AF
4個-  225AF/ 200AT,（分岐回路）6個-225AF
4個-  225AF/ 225AT,（分岐回路）6個-225AF
4個-  250AF/ 250AT,（分岐回路）6個-225AF

収納MCCB幅×奥行×高さ（mm） 質量（kg） 変圧器容量UPS容量

出力変圧器付（入出力盤構成②）

10kVA
20kVA
30kVA 30kVA
40kVA
50kVA
60kVA
70kVA

10kVA
20kVA

40kVA
50kVA
60kVA
70kVA

600

600
600

700
700
800
800

800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
1000×766×1700
1000×766×1700
1000×766×1700

収納MCCB幅×奥行×高さ（mm） 質量（kg）
常用入出力盤 予備入出力盤

UPS容量

常用予備UPSシステム（入出力盤構成③）

10kVA
20kVA
30kVA
40kVA
50kVA
60kVA
70kVA

600×766×1700
600×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700

400
400
550
550
650
650
650

600×766×1700
600×766×1700
600×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700
800×766×1700

400
400
550
550
650
650
650

収納MCCB幅×奥行×高さ（mm） 質量（kg）

保守スペース 外部インタフェース（標準）

上部スペース
400mm以上

UPS内部

無電圧a接点
接点出力の定格前面スペース

1000mm以上

背面スペース不要
UPS

側面スペース不要

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

・AC250V-2A
・DC30V-2A

重故障一括

蓄電池放電終止

軽故障

インバータ給電

バイパス給電

蓄電池運転

蓄電池電圧低下予告

過負荷

蓄電池

交流入力
三相3線
200V系

コンバータ インバータ

入出力盤

UPS

パワーモジュール #1

バイパス回路 分岐
MCCB

パワーモジュール #N

保守バイパス回路

バイパス入力
三相3線
200V系

交流出力
三相3線
200V系

蓄電池

交流入力
三相3線
200V系

コンバータ インバータ

予備入出力盤

予備UPS

パワーモジュール #1

バイパス回路

パワーモジュール #N

保守バイパス回路

バイパス入力
三相3線
200V系

蓄電池

交流入力
三相3線
200V系

コンバータ インバータ

常用入出力盤

常用UPS

パワーモジュール #1

バイパス回路

パワーモジュール #N

保守バイパス回路

交流出力
三相3線
200V系

蓄電池

交流入力
三相3線
200V系

コンバータ インバータ

入出力盤

UPS

パワーモジュール #1

バイパス回路

パワーモジュール #N

保守バイパス回路

バイパス入力
三相3線
200V系

スコット
変圧器

交流出力1
単相3線
100/200V系

交流出力2
単相3線
100/200V系

出力電圧として単相100V、200Vが必要な場合に、変圧器を組み込んだ入出力盤を設ける。

■ 出力変圧器付（入出力盤構成②）

UPSの点検や故障時においてもUPS給電を継続させたい場合、常用UPSのバイパス入力に予備UPSの出力を接続した構成とすることで、
より信頼性の高いシステムが構築できます。

■ 常用予備UPSシステム（入出力盤構成③）

外形寸法システム構成例

6個-  100AF/ 70AT
6個-  125AF/ 125AT
6個-  225AF/ 150AT
6個-  225AF/ 200AT
6個-  225AF/ 225AT
6個-  250AF/ 250AT

6個-  50AF/ 50AT
6個-  100AF/ 70AT
6個-  125AF/ 125AT
6個-  225AF/ 150AT
6個-  225AF/ 200AT
6個-  225AF/ 225AT
6個-  250AF/ 250AT
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